





















Flame Propagation and Combustion Characteristics of 
Spark Ignition Engines with Controlled Turbulence 




















2020 年 7 月
 1 
(1)  審査経緯  
当該博士論文審査は，以下の通り実施された．  
  2020 年 5 月  2 日   予備審査会  
  2020 年 5 月  4 日   教室受理決定  
  2020 年 5 月 21 日  創造理工学研究科運営委員会受理決定  
  2020 年 5 月 23 日  博士論文審査  第 1 回目  
  2020 年 6 月  8 日   博士論文審査  第 2 回目  
  2020 年 6 月 23 日  公聴会  
  2020 年 7 月  2 日   審査分科会  
  2020 年 7 月 16 日  創造理工学研究科運営委員会合否判定  
 











まず，LES（Large  Eddy S imulat ion）による火炎伝播燃焼解析を実施した． IB 法に基づく等
間隔の直交格子を自動で生成する新たな 3 次元圧縮性熱流体計算コードをプラットフォーム
として使 用 し，これに Flame le t 理論に基づき火 炎面 を追跡する G 方程式 モデル， SGS










た．数値解析では計算時間の観点から Reyno lds 平均モデルを用い，噴霧モデルは，KH-RT
（Kelv in He lmho ltz-Ray le igh Tay lor）モデルを基にし，ガソリン噴霧に対応させるため定容容
器を用いて異なる密度と噴射圧力におけるガソリン噴霧を高速度撮影により観測し，それらを








は，噴射と点火時期を近接させ，噴射圧力を 100 MPa にまで高め，燃焼期間を従来の吸気
流動のみを利用した条件から 1/2 以下にまで大幅に短縮できることを示した．また，予混合ガソ
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